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および生涯を通して学び続ける自立的13学習能力(Autonomous language learning 















                                                                 





































































Kand a  G a ig o
キャリアカレッジ













6 名へのインタビュー調査を行った。インタビュー調査は 2015 年 6 月から翌 1 月
にかけて行われ、インタビュー会話は全て文字化し、分析データとした。紙幅の
                                                                 
15 2017 年 9 月現在。留学生別科（千葉市美浜区）は 2000 年 9 月開設、神田外語キャリアカレッジ（東

















 図 1 の【別科】は、月火木金の週 4 日、必修科目として「インターアクション」



































































神田外語グループ 「神田外語グループについて」 ＜http://www.kandagaigo. 
  ac.jp/about/＞ 2017 年 9 月アクセス 
神田外語大学留学生別科 ＜ https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/subject/bekka/＞ 
2017 年 9 月アクセス 
三省堂（2016）『三省堂 web ディクショナリ』 ＜https://www.sanseido.biz/index.aspx 





紀要』第 25 号 pp.103-118 
中島和子（2006）「多文化主義・多言語主義・アイデンティティー」『講座・日本





  .pdf＞ 2017 年 9 月アクセス 
ネウストプニー、J.V.（1995）『新しい日本語教育のために』大修館書店 
RIVERS, Wilga M. (1987) Interaction as the key to teaching language for 
communication Interactive Language Teaching.  Cambridge: Cambridge University 









水曜日に開講されている選択科目は 1 科目単位で追加して学習することもできる。 
 学習場所は、基本的に神田外語大学のキャンパス（千葉市）となる。 
 
(A-①) 日本語既習歴がない場合： 
 
 
(A-②) 日本語学習歴がある場合： 
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????????????????????????????????????????????????????????????????? ???????
540 
 B．社会人ビジネスコース（仮称） 
 日本の企業において日本語で業務を行うことを前提とした人を対象としたコー
ス。 
 月、火、木、金曜は必修科目の授業を神田外語大学のキャンパス（千葉市）で
受け、水曜は個々の職場で必要となるビジネス日本語やビジネスマナーを KGCC
（東京都千代田区）で受講する。日本語が中上級の場合には、KGCC の授業のみ
受講し、残りの時間は企業での業務に就く。KGCC でのビジネス日本語及びビジ
ネスマナーの授業は、時間帯、曜日等時間帯、曜日などについては学習者の希望
に沿って設定する。 
 
(B-①) 日本語中級レベルの場合： 
 
 
(B-②) 日本語上級レベルの場合 
